
今月の主な内容 今月の表紙
もうすぐ七夕（７月７日）。短冊に願い事を

書いて笹竹に飾りつけると、その願い事がかな
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５
月
23
日
（
土
）、
京
都
府
で
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
紀
美
野
町

産
生
山
椒
の
店
頭
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
が
旬

の
山
椒
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進

と
町
の
情
報
発
信
の
一
環
と
し

て
、
町
及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
等
が

実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
８
回
目

と
な
り
ま
す
。

店
頭
販
売
の
前
に
、
京
印　

京

都
南
部
青
果
株
式
会
社
に
立
ち
寄

り
、
町
産
の
山
椒
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
現
在
の
市
場
の

状
況
等
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
城
陽
市
の
ス
ー

パ
ー
山
田
屋
（
久
津
川
店
）
で
、

生
山
椒
の
店
頭
販
売
と
Ｐ
Ｒ
を
寺

◎
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

力
を
あ
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国
的
な

運
動
で
す
。

◎
紀
美
野
町
で
は
、
７
月
１
日

（
水
）
に
保
護
司
会
・
更
生
保

護
女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体

へ
の
呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓

発
を
実
施
し
ま
す
。

◎
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ

く
り
の
推
進

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め
・

暴
力
行
為
、
飲
酒
・
喫
煙
・
深

夜
徘
徊
等
の
不
良
行
為
、
薬
物

乱
用
、
並
び
に
、
暴
走
行
為
等

の
防
止

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
情
報
等
有
害
環
境
の
浄
化

（
２
）
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故

の
防
止

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
促
進

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
「
国
勢
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
５
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
国

の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

●
調
査
の
対
象

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

と
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
調
査
項
目

１
．
世
帯
員
に
つ
い
て
・
・
・

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
配

偶
者
の
有
無
、
従
業
状
態
、
従

業
地
又
は
通
学
地
な
ど
13
項
目

２
．
世
帯
に
つ
い
て
・
・
・

世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
、

住
宅
の
建
て
方
な
ど
４
項
目

※
９
月
上
旬
よ

り
、
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
管
財
課
（
℡

４
８
９
‐
５
９
１
３
）

本
町
長
と
き
み
ち
ょ
ん
が
中
心
と

な
り
行
い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、
生
山
椒
を
「
ち
り

め
ん
山
椒
」
な
ど
の
郷
土
料
理
に

使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
客
様

が
、
１
０
０
ｇ
、
２
０
０
ｇ
の
パ

ッ
ク
入
り
と
５
０
０
ｇ
の
箱
入
り

の
旬
の
生
山
椒
を
次
々
と
買
い
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

全
国
有
数
の
品
質
を
誇
る
町
直

送
の
山
椒
を
、
数
か
月
前
か
ら
待

ち
か
ね
て
い
る
人
も
多
く
、
地
元

新
聞
社
も
取
材
に
訪
れ
て
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
す
っ
か
り
定
着
し
て

き
た
こ
と
を
印
象
付
け
ま
し
た
。

紀
美
野
町
保
護
司
会　

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

海
南
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
会

紀
美
野
町

故
及
び
交
通
事
故
の
防
止

（
３
）
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地

域
づ
く
り

※
こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
が
主
唱

す
る
県
民
運
動
で
す
。
“社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
”
と
連
携
し
な

が
ら
展
開
し
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

寺
本
町
長
＆
き
み
ち
ょ
ん

紀
美
野
町
産
「
生
山さ

ん
し
ょ
う椒
」
を
Ｐ
Ｒ
!!

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

第
65
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
～
７
月
31
日

～
み
ん
な　
そ
ろ
っ
て　
す
こ
や
か
に
～

　
　
　
　
　
　
“
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
”

第
51
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
～
８
月
31
日

平
成
27
年
国
勢
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す

紀美野町農業委員会委員一般選挙
投票日　８月２３日（日）

立候補予定者説明会を、８月４日（火）紀美野
町役場 2 階 2B 会議室において、午後１時 30 分
より行う予定です。

この選挙に立候補を予定されている方（代理人
でもよい）は、必ずご参集ください。

尚、現在国会で審議中の農業委員会等に関する
法律の一部改正法が成立し、その公布日が 8 月
17 日（当選挙の告示日の前日）以前になった場
合、現在の紀美野町農業委員会委員の任期が平成
28 年 3 月 31 日まで延長され、当選挙は行われま
せんのでご注意ください。

【お問い合わせ先】　紀美野町選挙管理委員会
　　　　　　　　　電話４８９－５９１２（直通）

生
山
椒
を
店
頭
販
売
す
る
寺
本
町
長
と
ス
ー

パ
ー
山
田
屋
社
長
、
き
み
ち
ょ
ん
【
ス
ー
パ
ー

山
田
屋
・
久
津
川
店
（
京
都
府
城
陽
市
）】

昨年の街頭啓発より
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～
紀
美
野
町
議
会
議
員
12
名
の
方
々
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
～

今
年
も
み
ん
な
で
協
力

　
が
た
ろ
大
作
戦
で
貴
志
川
を
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
！

が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
川
掃
除
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

６
月
９
日
、
町
議
会
議
員
の

方
々
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の

町
の
取
組
み
の
紹
介
と
認
知
症
と

い
う
病
気
に
つ
い
て
の
説
明
、
実

際
の
対
応
の
仕
方
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
視

聴
し
ま
し
た
。
認
知
症
啓
発
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
美
里
園
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
山
本
秀

樹
氏
よ
り
、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
や
専
門
職
だ
け
で
認
知
症
の
方

の
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く

れ
る
な
ど
地
域
の
温
か
い
見
守
り

が
あ
る
か
ら
こ
そ
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で

が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志
川

の
水
辺
や
水
中
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
っ
て
、
貴
志
川
を
美
し

く
し
よ
う
と
す
る
活
動
で
す
。
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。な

お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
で
き

る
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　

時　

７
月
19
日
（
日
）

９
時
～
11
時
30
分
頃
ま
で

当
日
悪
天
候（
川
の
増
水
含
む
）

の
場
合
は
、
８
月
２
日
（
日
）

受　

付　

８
時
40
分
～

開
会
式　

９
時
～
（
下
佐
々
こ

ど
も
広
場
）

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
を
見
守
る
応

援
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

☎
４
８
９
‐
９
９
６
０

き
る
」
と
、
実
例
を
挙
げ
た
お
話

が
あ
り
、
議
員
の
方
々
も
深
く
頷

う
な
ず

か
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
腕
に
つ
け
、
講
座

は
終
了
し
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
は
「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
こ
の
町
み
ん
な
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
合
言
葉
に
、
こ
の
講
座
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
現
在
約
２
，
０
０
０
名
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。
講
座
は
１
時
間
程
度
、

受
講
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
紀
美
野
町

を
め
ざ
し
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

■
場　

所　

次
の
場
所
へ
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
が

各
清
掃
場
所
に
向
か
い
ま
す
。
軍

手
、
ご
み
袋
等
は
ス
タ
ッ
フ
が
持

参
し
ま
す
。

○
吉
野　
　
　

小
川
橋
下
河
原

○
下
佐
　々
　

こ
ど
も
広
場

○
平
、
吉
見　

吉
見
橋
下
河
原

○
小
畑　
　
　

さ
ん
ま
い
河
原

■
そ
の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
保

険
加
入
等
の
都
合
上
、
７
月
15

日
（
水
）
ま
で
に
紀
美
野
町
役

場
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
５
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
当
日
、
清
掃
終
了
後
、
下
佐
々

こ
ど
も
広
場
で
焼
そ
ば
パ
ー
テ

ィ
ー
を
し
ま
す
。
が
た
ろ
大
作

戦
に
参
加
し
て
く
れ
た
人
は
、

下
佐
々
こ
ど
も
広
場
へ
来
て
く

だ
さ
い
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教

育
委
員
会

大 雨 に 備 え て
～ 避難情報の違いを知っておきましょう ～

大雨で貴志川や真国川の水位が上がり、洪水の危険性
が高くなってきた場合や、雨量が増え、土砂災害の恐れ
があるときに以下の情報を発令します。
避難準備情報 人的被害が発生するおそれがあるときに、

避難の準備を呼びかけるために発令しま
す。

避難勧告 人的被害が発生する可能性があるときに、
避難をうながすために発令します。

避難指示 人的被害が発生する可能性が非常に高ま
り、緊急度が高いときに発令します。

※ このような情報を知った時には ※
「避難準備情報」が発令されたら

非常持出袋を用意するなどいつでも避難できるよう準
備してください。高齢者､ 病人､ 障害者など、避難に
時間のかかる人や支援が必要な人は避難を始めてくだ
さい。

「避難勧告」が発令されたら
自分が取る避難行動で、今いる場所からの移動が必要
な人は避難を始めてください。

「避難指示」が発令されたら
避難中の方は確実に避難を完了してください。
まだ避難していない方はただちに避難を始めてくださ
い。屋外への移動が難しい場合や避難することが危険
な場合には、自宅内の上層階で山からできるだけ離れ
た部屋へ移るなど屋内で安全を確保してください。

（問い合わせ）総務課特別対策室　℡４８９- ５９１２

世界肝炎デー in 和歌山 2015
県民公開講座

「最適なウイルス性肝炎治療が受けられるように」

日時：平成 27 年 8 月 2 日（日）
　　　午後 2 時～ 5 時（開場午後 1 時）
場所：和歌山県立医科大学内　講堂 （入場料無料）
講演：( 午後 2 時～ 4 時 )
　　　１．肝硬変の診断と慢性肝不全の最新治療　　
　　　２．肝がんになっても長生きするために
　　　３．ウイルス性肝炎は飲み薬で治す
　　　　　– あなたに適した治療は –
　　　４．肝炎ウイルス感染者を救済するために
健康相談 Q ＆ A：午後 4 時～ 4 時 55 分
問い合わせ：
　和歌山県立医科大学肝疾患相談支援センター　
　TEL：073-441-0850 （直通）（平日9時～16時）
　FAX：073-441-0851
　E-mail：kansien@wakayama-med.ac.jp
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平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
今
ま
で
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
１
割
で
あ
っ
た
利
用
者

負
担
が
、
平
成
27
年
８
月
１
日
か

ら
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
65
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
方
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
負
担
割
合

が
２
割
と
な
り
ま
す
。

利
用
者
負
担
が
２
割
と
な
る

の
は
、
原
則
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
の
方
に
な
り
ま

す
。（※

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
１
割
負
担
）

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
た
人
が
亡
く
な
る
な
ど
し

た
こ
と
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

に
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
の
受

給
権
が
な
い
場
合
、
第
10
回
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
対
象
者　

戦
没
者
当
時
の
ご
遺

族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
の
人
お
１
人

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
の
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

７
月
中
に
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
全
て
の
方
に
、
負
担
割
合
を

示
す
負
担
割
合
証
を
交
付
い
た
し

ま
す
。
有
効
期
間
は
１
年
間
と
な

り
、
前
年
の
所
得
情
報
に
基
づ
き

毎
年
度
交
付
に
な
り
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
に
は
事

業
者
又
は
施
設
の
窓
口
に
必
ず
提

示
す
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
℡

４
８
９
‐
９
９
６
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合

計
所
得
金
額
の
合
計
が
１
人
で

２
８
０
万
円
未
満
、
２
人
以
上
世

帯
で
３
４
６
万
円
未
満
の
場
合

取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
１
父
母
、
２
孫
、

３
祖
父
母
、
４
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
上
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪

等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

■
請
求
窓
口　

保
健
福
祉
課
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、
美
里

支
所 

住
民
室

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

・
第
８
回
又
は
９
回
の
特
別
弔
慰

金
受
給
者
の
裁
定
通
知
書
（
な

く
て
も
可
）

・
初
め
て
請
求
さ
れ
る
方
は
、
戦

没
者
等
と
の
続
柄
が
わ
か
る
戸

籍
・
代
理
で
申
請
に
来
ら
れ
る
方
は

受
任
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

■
請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２

日
（
月
）
ま
で 

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
４

平
成
27
年
８
月
１
日
よ
り

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担

が
変
わ
り
ま
す
。

第
10
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
に

つ
い
て

熱中症に注意しましょう！
こんな日は熱中症に注意！

☆気温が高い　☆急に暑くなった
☆湿度が高い　☆風が弱い

【熱中症が疑われる人を見かけたら】
☆涼しい場所へ避難させる（エアコンの効いている室内、

風通しの良い日陰）
☆衣服をゆるめ、からだを冷やす（特に首の回り・脇の下・

足の付け根）
☆水分・塩分・経口補水液※などを補給する
　（※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの）
自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車
を呼びましょう！

≪熱中症の予防法≫
◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。
◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
◎こまめに体温測定をしましょう。（特に高齢者、子どもなど）

関西電力からのお願い
夏の節電にご協力をお願いいたします。
日頃より節電・省エネにご協力いただき、誠にありがとう

ございます。
この夏の需給見通しにつきましては、猛暑（平成 25 年度

並み）を想定した場合でも、引き続き、無理なく継続してご
協力を賜ることが期待できる節電（定着した節電）を織り込
むことや、中西日本の電力会社からの応援融通等により、予
備率は、電力の供給に最低限必要とされている 3％を確保で
きる見通しです。

しかしながら、発電所のトラブルなど、不測の事態により、
電力需給が逼

ひっぱく
迫することも考えられます。

電力需要の想定におきましては、定着した節電として
310 万ｋＷ（平成 22 年度の夏季最大電力の 10.0％）を織
り込んでいることから、お客さまにおかれましては、着実な
節電・省エネにご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

さらに、電力需給の逼迫が予想される場合には、お客さま
の健康に影響を与えない範囲、ライフライン機能等の維持や
生産活動に支障のない範囲で、可能な限りの節電にご協力い
ただきますよう、重ねてお願い申し上げます。

「需給逼迫のお知らせメール」へのご登録をお願いいたし
ます。　
【ﾊﾟｿｺﾝ・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ】　逼迫メール　検索
【携帯電話】　http://kanden.jp/s-onegai/
節電に関するお問い合わせにつきましては、関西電力ホー

ムページをご覧いただくか、下記の電話番号までお問い合わ
せください。

関西電力ホームページ　http:/www.kepco.co.jp/
節電お問い合わせ専用　０８００ ‐ １２３ ‐ ０１７１
ダイヤル（通話料無料）

【受付時間】平日 ( 月～金 )９：００～１７：００（７月１日より開始 )

↑
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■
日　

時　

７
月
５
日
（
日
）

11
：
00
～
17
：
00

■
場　

所　

旧
志
賀
野
小
学
校
に

て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

■
内　

容　

お
も
し
ろ
流
し
笹

舟
、
七
夕
飾
り
作
り
、
竹
水
鉄

砲
作
り
、
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
、

歌
や
踊
り
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
出
店
な
ど
。
詳
し
く
は

「
志
賀
野
ブ
ロ
グ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
主　

催　

未
来
de
志
賀
野

■
後　

援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ

赤
阪
惠
子　

０
９
０
‐
１
０
２

８
‐
３
５
９
０

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園　

０
７
３

‐
４
８
９
‐
５
６
０
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
５
月
20
日
、
の
か
み
ふ
れ
あ

い
公
園
で
第
７
回
紀
美
野
町
交
通

安
全
推
進
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
か
れ
、
高
齢
者
58
名
が
東
西

コ
ー
ス
（
18
ホ
ー
ル
）
で
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称

略
）

志
賀
野
七
夕
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
推
進
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
　
開
催
!!

国保野上厚生総合病院だより　　　　　　　 （職員紹介　）

リハビリテーション科

野上厚生総合病院リハビリテーション科に所属
する言語聴覚士の登地建介です。今回は言語聴覚
士の紹介をさせて頂きます。言語聴覚士という職
業を初めて聞いた方もたくさんいるのではないで
しょうか。もちろん「言語・聴覚」と付いていま
すから、脳卒中などで言葉を上手に喋れなかった
り、理解できなかったりする方に対して訓練を行います。
また、もう一つの仕事として、様々な理由（脳卒中が原因とは限りませ
んが）で美味しく、上手にご飯を食べられなくなった方に対する訓練を行っ
ています。「自分の思いを伝えたい」「美味しくご飯を食べたい」という事は、
人が最後まで感じる欲求・喜びの一つです。「自分の思いを伝えられない、
食べたいものを食べることが出来ない」そんな患者様に対して、微力では
ありますが日々お手伝いをさせて頂いています。
「話す」「理解する」「食べる」に対する専門家が当院にはいますので（因
みに紀美野町で働いている唯一の言語聴覚士です）、少しでも気になるこ
とがあれば、お気軽にご相談下さい。

国保野上厚生総合病院　リハビリテーション科
　　０７３－４８９－２１７８（代）

７

【男性の部】　
優　勝　高垣　正幸（下佐々）56
準優勝　芝﨑　嘉覬（動　木）57
３　位　西前三左夫（下佐々）57

【女性の部】　
優　勝　関本ミツ代（有の木）60
準優勝　硲　ツヤ子（下神野）61
３　位　根來美津子（下佐々）64

言語聴覚士　登
と

地
じ

建
けん

介
すけ

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
田
舎
暮
ら
し
や
農
業
に
興
味

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
農
業
体
験

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
夏
野
菜
と
雑
穀
の
栽
培
を
５

月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
一
回
行
い

ま
す
。

第
一
回
目
は
支
柱
立
て
や
苗
の

植
え
付
け
を
行
い
、
参
加
者
に
紀

美
野
町
で
の
農
作
業
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

上位入賞者の皆さん
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フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
日時：７月２６日（日）
　　　8時 30分～ 10時 00分
場所：総合福祉センター　3階
※フッ素塗布の対象（対象の方には個
別通知いたします）
・平成２３年４月２日から平成２５
年７月３１日生まれの子ども

・平成２２年４月２日から平成２３年４月１日生まれ
のフッ素洗口を行っていない子ども

・平成１５年４月２日から平成２２年４月１日生まれ
で町外に通園・通学している子ども

フッ素には歯の質を強くする効果があります。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけ
ます。

皆さんぜひお越しください。

平成27年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○きみのこども園　　7 月 13 日（月）・27 日（月）℡ 489 － 2144
○神野保育所　　　　7 月　1 日（水）・15 日（水）℡ 495 － 2049
○毛原保育所　　　　7 月　8 日（水）・22 日（水）℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、きみのこども園

○コアラ　　　　7 月 10 日（金）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター（どろんこ遊び）
○カンガルー　　7 月 22 日（水）9 時 30 分～ 11 時　　　　総合福祉センター
　　　　　　　　　（22 日は栄養士による栄養相談も行っています。）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月～金曜日（土・日・祝は休み）（9 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 7 月 13 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 7 月　9 日・23 日（第 2・4 木曜日）（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 7 月 23 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　 きみのこども園、神野保育所、毛原保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
7 月 13 日（月）　
7 月 27 日（月）　　

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（要予約） 
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

7 月　8 日（水）　
7 月 22 日（水）

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

7 月 13 日（月）　
7 月 27 日（月）

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）　　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで。  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

10 時 30 分～ 11 時 30 分

13 時 30 分～

9 時 30 分～ 10 時 30 分
（受付）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕平日（8 時 30 分〜 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０

〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（７月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　１日、８日、15日、22日、29日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

保健センターだより
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

健康づくり情報　Ｖｏｌ．２
　健康推進員

健康推進員とは・・・みなさんの健康づくりを推進する存
在として、養成講習を受講し「健康の大切さや健康知識」を
口コミでお住まいの地域で発信したり、健康イベントのお手
伝いする地域の推進員です。

～～実際の推進員さんの声をお届けします～～
昨年８月に養成講習を受講し、健康推進員として活動して

います。活動内容は町のウォーキングや健康イベントのお手
伝いや検診ＰＲなどで、自分が何かの役に立てば、という思
いでいます。

「健康推進員」と言われても最初はどんなことをするのか
イメージもつかず、友人に誘われ養成講習を受講しました。
講習は町の現状や健康知識全般のことで、活動内容も「検診
を勧めたり健康知識を口コミで広める」など、そんなに難
しいと感じることはなく「これならできるかな」と思いまし
た。

ウォーキングやイベントのお手伝いでは、町のことを新発
見することが多く驚きます。先日参加した歴史ウォーキング
では町に住んでいながら町の今まで知らなった歴史を知るこ
とができました。またイベントに出ていくことで、人との出

会いやいつもと違う景色を見ることが刺激になり認知症予防
になると思います。

難しいとか特別何
かしないといけない
と思わずに、気軽に
講習に参加してみる
といいと思います。

健康推進員
　　　葛葉まさゑ

【健康推進員養成講習会】
■日　時　８月５日（水）６日（木）
　　　　　１３時〜１６時（受付１２時３０分〜）
■会　場　紀美野町総合福祉センター２階
■内　容　健康づくりに関すること（生活習慣病や検診等）
■申　込　保健福祉課　☎４８９－９９６０（直通）
　　　　　※７月１７日（金）締切
※申込みいただいた方には詳しい受講に関するお知ら

せを送付いたします※

川
西
さ
ん
は
、
約
３
年
前
、
病

気
に
よ
り
喉
頭
を
摘
出
さ
れ
た

後
、
主
治
医
の
強
い
勧
め
で
「
和

喉
会
」
に
参
加
し
、
ご
自
身
の
努

力
や
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
に

よ
り
食
道
発
声
を
体
得
さ
れ
、
昨

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
全

国
喉
摘
者
発
声
大
会
の
食
道
発
声

の
部
で
見
事
６
位
の
入
賞
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

食
道
発
声
と
は
、
口
や
鼻
か
ら

食
道
内
に
空
気
を
取
り
込
み
、
そ

の
空
気
を
う
ま
く
逆
流
さ
せ
な
が

ら
、
食
道
の
粘
膜
を
振
動
さ
せ
て

音
声
を
発
す
る
方
法
で
す
。

現
在
、
川
西
さ
ん
は
、
同
じ
病

気
の
方
へ
の
助
言
や
協
力
に
加

え
、
ご
自
身
の
仕
事
や
家
族
へ
の

支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
和
喉
会
」
と
は
、
日
本
喉
摘

者
団
体
連
合
会
「
日
喉
連
」
に
加

盟
し
、
様
々
な
理
由
で
喉
頭
を
摘

出
し
た
方
の
和
歌
山
県
を
中
心
と

し
た
団
体
で
、
失
っ
た
音
声
に
代

わ
る
代
用
音
声
と
し
て
、
食
道
発

声
や
電
動
式
人
工
喉
頭
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
訓
練（
発
声
教
室
）

を
行
っ
た
り
、
手
術
後
自
宅
に

帰
っ
て
か
ら
の
日
常
生
活
面
で
の

不
安
や
悩
み
を
少
し
で
も
解
決
で

き
る
よ
う
に
、
月
１
回
の
例
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

発
声
教
室
は
毎
週
火
曜
・
金
曜

（
祝
祭
日
除
く
）
の
14
時
～
15
時

に
「
和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
例
会
は
、
毎
月
第
３
水
曜

の
13
時
～
14
時
が
「
日
赤
和
歌
山

医
療
セ
ン
タ
ー
」、
毎
月
第
４
木

曜
の
13
時
～
14
時
が
「
県
立
医
大

附
属
病
院
」
で
、
医
師
、
看
護
師
、

入
院
患
者
さ
ん
や
家
族
等
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、（
会
長
）
岡
端
武
彦

さ
ん
☎
０
７
３
６
‐
６
４
‐
４
１

５
９
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　（昨
年
11
月
の
川
西
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
よ
り
）

私
は
、
突
然
の
告
知
後
わ
ず
か

１
週
間
で
声
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

し
ゃ
べ
れ
な
く
て
も
良
い
と
言

う
私
に
先
生
は
何
度
も
食
道
発
声

を
す
る
よ
う
に
強
く
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。

発
声
教
室
に
は
、
経
験
豊
か
な

発
声
訓
練
士
、
発
声
へ
の
熱
意
と

計
り
知
れ
な
い
努
力
を
さ
れ
て
る

先
輩
方
、
同
じ
心
の
痛
み
を
分
か

ち
合
え
る
仲
間
達
が
居
て
、
失
っ

た
も
の
よ
り
得
る
事
の
素
晴
ら
し

さ
が
何
よ
り
私
の
一
歩
を
踏
み
出

す
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

  最近では芸能界のあの人も・・・

　 ご存知ですか？「代用音声」「和
わ

喉
こ う

会
か い

」
今回、町内にお住まいの川西さんから、ご自身の体験と「和喉会」に
ついてお聞きしたので紹介します。

昨
年
11
月
の
第
８
回
全
国
喉
摘
者
発

声
大
会
の
食
道
発
声
の
部
で
見
事
６

位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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方
書
と
は
、
集
合
住
宅
や
ア

パ
ー
ト
等
の
建
物
名
や
居
室
番
号

等
の
こ
と
で
、
住
所
に
方
書
の
記

載
が
な
い
と
、
同
じ
地
番
に
複
数

の
世
帯
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

り
、
地
番
の
表
示
だ
け
で
は
郵
便

物
等
が
正
確
に
お
届
け
で
き
な
い

等
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
こ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
６
月
中

旬
ご
ろ
、
方
書
の
記
載
が
さ
れ
て

い
な
い
世
帯
の
方
々
に
お
知
ら
せ

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

方
書
記
載
例  

【
記
載
前
】

紀
美
野
町
動
木
○
○
番
地　

【
記
載
後
】

　

紀
美
野
町
動
木
○
○
番
地　
　

△
△
ア
パ
ー
ト
１
号

な
お
、
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い

な
い
方
で
、
住
所
に
方
書
の
記
載

が
必
要
な
方
、
又
は
今
後
、
居
室

番
号
を
変
更
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

方
書
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左

記
の
書
類
等
を
持
参
し
、
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
持
参
物
】

・
印
鑑

・
手
続
き
を
す
る
方
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
委
任
状
（
本
人
又
は
同
一
世
帯

平
成
27
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
被
保
険
者
証
（
以

下
、「
保
険
証
」
と
い
う
。）
を
更

新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
『
み
ず
色
』
で
す
。
７
月
上
旬

頃
か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵
便
に

て
郵
送
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
回
お
届
け
す
る
『
み
ず
色
』
の

保
険
証
は
７
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
「
う
す
い
緑
色
」
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（「
う
す
い
緑
色
」
の
保
険
証
は
平

成
27
年
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
。）

○
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
う
す

い
緑
色
」
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
『
み
ず
色
』
が

お
手
元
に
届
き
次
第
、「
う
す
い

■
業
務
内
容　

事
務
の
補
助

　
（
申
請
受
付
な
ど
）     

■
募
集
人
員　

３
人

■
雇
用
期
間

①
平
成
27
年
９
月
１
日
～
平
成
28

年
１
月
31
日　
５
ヶ
月
間　
１
人

②
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
27

年
12
月
31
日　
３
ヶ
月
間　
１
人

③
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
27

年
11
月
30
日　
２
ヶ
月
間　
１
人

■
賃　

金　

日
額
５
，
８
０
０
円 

（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）    

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

　

15
分
（
休
憩
１
時
間
含
む
）   

員
以
外
の
方
が
届
出
を
す
る
場

合
）

・
入
居
さ
れ
て
い
る
建
物
名
や
居

室
番
号
が
記
載
さ
れ
た
書
類

（
入
居
契
約
書
等
）

■
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
戸
籍
住
民
係

℡
４
８
９
‐
５
９
２
０

美
里
支
所
住
民
室

℡
４
９
５
‐
３
４
６
３

緑
色
」
の
保
険
証
は
、
左
記
問
い

合
わ
せ
先
に
お
越
し
の
際
に
ご
返

却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
細
か

く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・

氏
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
住
民
税
の
課
税
所

得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
割

合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
の

い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま
す
）。

（
例
）今ま

で
１
割
だ
っ
た
方
が
３
割

負
担
に
変
更
と
な
る
場
合

「
３
割
（
平
成
27
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課　

℡
４
８
９-

５
９
０
３

住
民
室　

℡
４
９
５-

３
４
６
４

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
人

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
な
ど
）
が
で
き
る
人　

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
27
年
７
月
28

日
（
火
）
９
時
か
ら
予
定

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
福
祉
セ

ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り

平
成
27
年
７
月
17
日
（
金
）

17
時
15
分
ま
で

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

※
雇
用
期
間
①
～
③
の
ご
希
望
を

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
福
祉
課

（
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
）

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番

地
４

国民年金保険料免除等の申請について
保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発

生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合がありま
す。

経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保
険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（30 歳未満）
納付猶予制度」がありますので、住民課又は美里支所住民室で手続きをし
てください。申請書は窓口に備え付けてあります。

平成 27 年度の免除等の受付は平成 27 年 7 月 1 日から開始され、平成 27
年 7 月分から平成 28 年 6 月分までの期間を対象として審査をおこないます。

また、平成２６年 4 月から法律が改正されて、2 年 1 カ月前の月分まで遡
及して免除申請をすることができます。失業等により保険料を納付するこ
とが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたために未納期間を有
している方等は、一度、役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談く
ださい。

■問い合わせ　住民課　　　　　℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　美里支所住民室　℡ ４９５－３４６４
　　　　　　　和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

住
民
票
へ
の
方か

た
が
き書

の
記
載

に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
の
色
が
「
う

す
い
緑
色
」か
ら『
み
ず
色
』

に
変
わ
り
ま
す

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募

集
に
つ
い
て
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■
職
種
及
び
採
用
予
定
者
数

①
介
護
職
員　
　
　
　
　

若
干
名

②
介
護
職
員
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い

■
年
齢　
　
　

制
限
な
し

■
勤
務
場
所　

海
草
郡
紀
美
野
町

下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　
　

■
選
考
日　
　

随
時　
　

■
勤
務
時
間　
　
　

①
早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
夜
勤
・

土
日
祝
祭
日
勤
務
可
能
な
人

②
９
時
00
分
～
15
時
00
分
か
10
時

00
分
～
16
時
00
分
迄
の
５
時
間

勤
務
で
週
５
日
程
度
（
土
・
日
・

祝
を
問
わ
ず
）
勤
務
可
能
な
方

に
限
る
。

■
待
遇

①
日
額　

８
，０
０
０
円
。
別
途
、

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・

夜
間
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手

当
支
給
・
６
ヶ
月
経
過
後
月
額

職
員
に
登
用
の
途
有
り
・
社
会

保
険
完
備
、
退
職
金
制
度
、
昇

給
制
度
有
・
資
格
取
得
に
伴
う

援
助
制
度
有
り

②
時
給　

１
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
持
参

■
問
合
せ
先　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を

検
討
し
て
い
る
方
に
、
次
の
コ
ー

ス
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生

　
（
任
期
制
自
衛
官
へ
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満 

◆
一
般
曹
候
補
生 

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満 

◆
航
空
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満 

◆
防
衛
大
学
校
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

 （
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子

自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内

○
日　

時　

７
月
26
日
（
日
）

10
時
～
16
時　
（
説
明
時
間
は

１
人
15
分
～
30
分
）

○
場　

所　

海
南
市
民
会
館

（
海
南
市
日
方
１
２
７
１
）

○
対
象
者　

15
歳
以
上
の
人

（
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。
右
記
以
外

の
平
日
は
、
自
衛
隊
和
歌
山
地
方

協
力
本
部
有
田
募
集
案
内
所
で
随

時
、
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３

１
ま
た
は
０
７
０
‐
６
５
８
９

‐
０
３
２
６

じゃが芋の粉ふき煮　（簡単でおいしいよ!!）
（材料）（4人分）

新じゃが芋　２個（４００ｇ）、砂糖　大さじ2～3、醤油　大さじ1～2
（作り方）

１、じゃが芋は皮を剝き一口大に切り、鍋に入れ、たっぷりの水を注
いで強火で１５分間ほど茹でる。

２、じゃが芋が箸でつぶれるくらいの柔らかさになったら、大さじ２
杯くらいのゆで汁を残して、湯をきる。

３、（２）に砂糖、醤油を加えて中火にかける。
形の大きいじゃが芋を箸で崩しながら煮汁をからめて、煮汁がな
くなったら火を止める。

（（ お知らせ ））　ニジマス料理教室の開催
　※※ 新鮮なニジマスを使った料理を楽しみませんか ※※

日　時　　　７月３０日（木）　１０時～１３時
場　所　　　中央公民館　調理実習室
講　師　　　全国養鱒振興協会の会員他　　　　　
内　容　　　普段店頭ではあまり販売されておらず、なかなか手に入

らないお魚です。今回はお刺身でも食べれる新鮮なニジ
マスを使ってお料理と味を楽しんでいただきます。

持ち物　　　エプロン、三角巾、上履き　　　
参加費　　　無料
定　員　　　３０人
申し込み　　７月１０日（金）までに産業課へ（℡４８９-５９０１）

美里ふるさと講座〔第２回〕の　
　　　　　　　　　お知らせ

長年、美里町誌の編纂に携わられた森下誠先
生による「美里ふるさと講座（第２回）」が開
催されます。古文書等の史料からかつての美里
地域で起こった出来事を、親しみやすくお話い
ただきます。ご近所お誘い合わせのうえぜひお
越しください。

なお、会場準備の都合上、事前に事務局あて
お申し込みください。
■テーマ　「世界遺産の光と影」

～今から２３７年前の７月、幕府の命を受け
た一人の武士が紀美野町へ旅立った。彼の正
体は・・・？～

■日　時　７月９日（木）
　　　　　１３時３０分から１５時
■場　所　美里支所３階会議室
■講　師　元美里町誌編纂室長　森下 誠 先生
■主　催　まちづくり推進協議会　紀美野史発

見部会
〔問い合わせ・申し込み先〕
まちづくり課（美里支所内）

℡ ４９５ ‐ ３４６２
FAX ４９５ ‐ ３３３４

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第61回）

臨
時
職
員
募
集
（
や
す
ら

ぎ
園
）
に
つ
い
て

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

編 集 後 記
７月、いよいよ夏本番を迎えます。また、子どもたちにとって楽しい
夏休みももうすぐです。皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ご
してください。
今月の広報紙裏面の「きみのふるさと割引券」をご使用くださ
い。使用期間は７月１日から12月31日までです。
なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が必要です。

紀美野町の人口

（平成27年5月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,713人
 …………　男　 4,509人
 …………　女　 5,204人
 …………数帯世 4,459世帯
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

※
両
大
会
と
も

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
へ
、

各
申
込
期
間
内
に
、
参
加
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他　

東
西
南
北
コ
ー
ス
36

ホ
ー
ル
プ
レ
ー
、
荒
天
延
期

（
態
度
決
定
６
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
テ
ー
マ

　
「
み
ん
な
友
だ
ち
」

■
応
募
期
間　

７
月
10
日
（
金
）

～
９
月
30
日
（
水
）

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は

県
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

海
草
地
方
人
権
尊
重
の
社
会
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会

（
℡
４
４
１
‐
３
３
５
３
）　

■
そ
の
他　

応
募
方
法
の
詳
細

は
、
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
ま
た

は
、
各
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
お
よ
び
児
童

館
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
付　
８
月
２
日
ま
で
毎
週
日
曜

■
受
付
時
間　

16
時
～
17
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
ド
ー
ム

■
持
ち
物　

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ

メ
、
カ
メ
ラ
付
携
帯
な
ど

■
備
考　

雨
天
中
止

※
曇
り
の
場
合
は
撮
影
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

■
概
要　

１
０
５
㎝
大
型
望
遠
鏡

を
使
い
金
星
を
自
分
自
身
で
撮

影
し
ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研

究
な
ど
に
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
協
賛　

美
里
み
ろ
く
牧
場

　
　
　
　

サ
ク
ラ
ス
タ
ジ
オ

■
講
師　

国
崎　

信
江 

氏　

（
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
日
時　

７
月
10
日
（
金
）　

　
　
　
　

18
時
30
分
～

※
18
時
～
天
文
台
研
究
員
に
よ
る

天
体
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
日
時　

７
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

16
時
～
20
時

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
（
和
歌
山
県
海
草
郡
紀

美
野
町
真
国
宮
56
）

■
内
容　

生
徒
に
よ
る
発
表（
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
・
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
演
奏
）・
出
店

（
軽
食
・
ド
リ
ン
ク
）・
バ
ザ
ー
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
盆
踊
り

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校

　
（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

第
９
回
「
あ
な
た
に
と
ど
け

こ
の
気
持
ち
」

～
写
真
＆
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

作
品
募
集
～

夏
休
み
の
宿
題
応
援
企
画

「
金
星
の
形
の
変
化
を
撮
ろ
う
」

「
第
34
回
町
民
大
学
講
座
」

「
紀
美
野
町
人
権
研
修
会
」

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

～
生
命
を
守
る
た
め
に
～

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集
!!

応募者全員に、
棕
し ゅ ろ

櫚 ほ う き ス ト
ラップをプレゼン
ト！

抽 選 で ５ 名 様
に、海南市特産品
が当たります!!

【
み
ろ
く
牧
場
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
】

み
ろ
く
牧
場
で
、
美
味
し
い
も
の
を
買
う
と
宿

題
に
便
利
な
観
測
シ
ー
ト
を
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
「
夏
」　

■
日
時　

７
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
開
会
式

※
予
備
日
７
月
27
日
（
月
）

■
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

　

～
７
月
17
日
（
金
）

第
70
回
国
民
体
育
大
会

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　

９
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

９
時
開
会
式

※
予
備
日
９
月
27
日
（
日
）

■
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

　

～
７
月
31
日
（
金
）

大
会
・
日
時
・

申
込
期
間
等

お
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
!!
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

１
日　

七
夕
か
ざ
り

８
日　

お
り
が
み
き
い
ち
ゃ
ん   

　
　
　

を
つ
く
ろ
う

15
日　

お
は
な
し
会

22
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

29
日　

テ
ニ
ス
体
験
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

お
は
な
し
会　

８
日　

竹
馬
・
フ
ラ
フ
ー
プ
で

　
　
　

遊
ぼ
う　

15
日　

オ
セ
ロ
・
し
ょ
う
ぎ
・

　
　
　

ト
ラ
ン
プ
を
し
よ
う　

22
日　

大
正
琴
を
ひ
か
せ
て
ネ

移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
　

『
テ
ニ
ス
体
験
教
室
』

■
日
時　

７
月
29
日
（
水
）

　
　
　

８
月
26
日
（
水
）

　
　
　

各
日
14
時
～
16
時

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象　

町
内
小
学
３
年
生
以
上

　
（
15
名
程
度
）

■
申
し
込
み　

そ
れ
ぞ
れ
３
日
前

ま
で
に
中
央
公
民
館
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

新
谷
有
未
（
野
小
２
年
）

井
上
一
心
（
野
小
１
年
）

【
３
０
０
冊
】

小
川
留
奈
（
野
小
３
年
）

【
４
０
０
冊
】

髙
木
日
夏
里
（
野
小
３
年
）

【
５
０
０
冊
】

九
十
九
み
ん
と
（
下
小
２
年
）

【
１
３
０
０
冊
】

中
原
大
志
（
野
小
６
年
）

【
１
４
０
０
冊
】

中
原
龍
一
郎
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女
」　
　
　
　

東
野
圭
吾
･
著

「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ア
モ
ー
レ
」　

　

井
上
荒
野
･
著

「
闇
か
ら
届
く
命
」藤

岡
陽
子
･
著

「
か
た
ず
け
や
さ
い
」　

　
　
　
　
　

わ
た
な
べ
あ
や
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
有
頂
天
家
族
二
代
目
の
帰
朝
」

森
見
登
美
彦
･
著

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
な
ら

簡
単
！
３
０
０
レ
シ
ピ
」

主
婦
の
友
社

「
器
の
大
き
い
人
、
器
の
小
さ
い

人
」　
　
　
　
　

中
谷
彰
宏
･
著

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

パ
ン
ダ
を
ふ
や
せ
！
」

深
光
富
士
男
･
著

初
心
者
囲
碁
教
室
生
徒
募
集

■
日
時　

７
月
26
日
・
８
月
２
日
・

９
日
・
23
日
・
30
日

　

（
各
日
曜
日
）
10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室

■
講
師　

囲
碁
サ
ー
ク
ル
会
員

囲
碁
は
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

覚
え
れ
ば
年
齢
に
関
係
な
く
、
誰

で
も
楽
し
め
る
思
考
力
を
養
う
ゲ

ー
ム
で
す
。
こ
の
機
会
に
覚
え
て

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
年
齢
・
男
女
不
問

（
小
学
生
・
保
育
園
児
歓
迎
）

※
事
前
申
込
不
要
・
各
開
講
日
に

教
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
１
日
だ
け
の
受
講
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

移
動
じ
ど
う
か
ん「
縁
日
」

が
や
っ
て
く
る
よ
！

■
日
時　

７
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
コ
ー
ナ
ー　

【
貝
殻
工
作
】　

材
料
代
１
０
０
円

（
講
師
）　

和
歌
山
県
立
自
然
博
物

　
　
　
　

館
友
の
会

（
対
象
）　

小
学
生
・
保
育
園
児
と

　
　
　
　

保
護
者

【
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
】　

無
料

【
か
き
氷
】　

無
料

【
み
か
ん
ゼ
リ
ー
】　

無
料

■
貝
殻
工
作
の
申
し
込
み
は
、
７

月
７
日
（
火
）
ま
で
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

木
工
教
室
「
灯
ろ
う
」
を

作
っ
て
み
よ
う

■
日
時　

８
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

野
上
中
学
校
木
工
教
室

■
主
催　

ほ
ん
の
森

■
共
催　

じ
ど
う
か
ん

■
講
師　

瀧
本
さ
ん（
和
歌
山
市
）

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
・
タ
オ
ル
・

す
い
と
う

■
参
加
費　

４
０
０
円

　
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
）

■
対
象　

小
学
生
・
中
学
生
・
一

般
の
方

※
先
着
30
名
ま
で

※
か
き
氷
あ
り
ま
す
（
無
料
）

■
申
し
込
み　

７
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

紀の国わかやま国体まで

あと少し！！

紀の国わかやま国体のシンボ

ルとなる「炬
きょ

火
か

」の「採
さ い か

火（火

おこし）」を行います。この

「炬
きょ

火
か

」は、紀の国わかやま

国体総合開会式のセレモニー

で使用されるものです。

15：00 ～  （予定）　採火式（紀美野町文化センター）
・まいぎり（原始的な道具）で火おこし
・「炬火」はオリンピックの聖火にあたるものです。
☆お問い合せ先☆

紀の国わかやま国体
　　　　　　　紀美野町実行委員会
　　　　（紀美野町役場本庁舎２Ｆ）
　　　　　　℡：489-2430（代表）
　　　　　　　　489-2700（直通）

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

今
年
も
中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化

セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用
意
し
ま

し
た
。
７
月
７
日
（
火
）
ま
で
設
置

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
願
い
事
を

ぜ
ひ
短
冊
に
た
く
し
て
く
だ
さ
い
。

来てね !
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か
！
」
「
お
ら
一
人
で
い
い
。
」

と
み
ょ
う
が
が
言
っ
た
の
に
小
さ

な
声
だ
っ
た
の
で
、
役
人
は
「
コ

ラ
ッ
、
だ
ま
っ
て
い
て
は
わ
か
ら

ん
や
な
い
か
。
よ
し
、
そ
の
気

な
ら
、
お
ま
え
に
百
人
分
の
仕

事
を
さ
せ
て
や
る
わ
い
、
フ
ッ

フ
ッ
・
・
・
。
」
役
人
は
意
地
悪

そ
う
に
笑
っ
た
そ
う
や
。
意
地
の

悪
い
役
人
は
、
何
十
人
も
か
か
っ

て
す
る
土
ね
り
の
仕
事
を
、
「
お

い
み
ょ
う
が
、
こ
れ
一
人
で
や
っ

て
み
い
、
お
前
は
、
村
の
代
表
で

き
て
い
る
ん
や
さ
か
い
。
」
み
ょ

う
が
は
、
だ
ま
っ
て
く
わ
を
受
け

取
っ
た
。
そ
し
て
、
み
る
み
る
う

ち
に
、
山
の
よ
う
な
土
を
い
っ
ぺ

ん
に
ね
っ
て
し
も
う
た
。
役
人
た

ち
は
び
っ
く
り
し
た
。
け
ど
顔

に
は
だ
さ
ん
と
、
「
よ
う
し
、

じ
ゃ
、
こ
の
木
を
あ
そ
こ
ま
で
運

ん
で
み
。
」
と
い
っ
た
。
今
度

は
、
山
の
よ
う
な
木
を
あ
っ
と
い

う
間
に
運
ん
で
し
も
う
た
と
思
っ

た
ら
、
一
本
だ
け
残
し
て
ヘ
ナ
ヘ

ナ
・
・
・
と
す
わ
り
こ
ん
で
し
も

う
た
ん
や
。
「
お
い
、
ど
う
し

た
。
」
役
人
は
駆
け
寄
っ
て
き

た
。
「
お
ら
、
腹
が
へ
っ
た
。
も

う
動
け
ね
え
。
」
「
そ
う
か
、

じ
ゃ
仕
方
が
な
い
。
こ
こ
ら
で
昼

飯
に
す
っ
か
、
俺
た
ち
も
見
て
い

る
だ
け
で
腹
が
へ
っ
た
わ
い
。

ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
・
・
・
。
」
役
人

た
ち
は
内
心
「
し
め
し
め
、
こ
れ

は
大
も
う
け
じ
ゃ
。
」
と
思
っ

た
。
な
で
っ
て
、
一
人
分
の
に
ぎ

り
め
し
で
す
む
ん
や

か
ら
な
ぁ
。

続
き
は
、
来
月
号
で

お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

毛
原
の
み
ょ
う
が　

む
か
し
、
美
里
の
お
く
の
毛

原
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
み
ょ
う
が

と
い
う
男
が
住
ん
で
い
た
ん
や

て
、
ひ
ご
ろ
あ
ん
ま
り
し
ゃ
べ
ら

ん
男
で
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い

か
ぎ
り
口
を
き
か
な
ん
だ
。で
も
、

力
は
と
っ
て
も
強
い
と
い
う
評
判

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
く
ら
い

強
い
か
だ
れ
も
知
ら
な
ん
だ
。
あ

る
時
、高
野
山
か
ら
使
い
が
来
て
、

「
高
野
山
の
入
り
口
に
大
門
を
つ

く
る
ん
や
が
、
人
手
が
た
り
ん
、

人
夫
を
百
人
出
せ
。」
と
い
う
て

き
た
ん
や
。
ち
ょ
う
ど
秋
の
取
り

入
れ
ど
き
で
、
村
は
猫
の
手
も
借

り
た
い
ほ
ど
忙
し
い
時
や
っ
た
。

「
困
っ
た
こ
と
よ
の
う
。
こ
の
秋

の
忙
し
い
時
や
と
い
う
の
に
、
無

理
な
こ
と
い
う
て
き
て
。」「
か
と

い
っ
て
、
高
野
山
に
は
さ
か
ら
う

わ
け
に
は
い
か
ん
し
の
う
。」
村

の
人
た
ち
は
、
は
た
と
困
り
果
て

た
ん
や
。
そ
の
話
を
聞
い
て
い
た

み
ょ
う
が
は
、「
そ
の
仕
事
し
た

ら
、
腹
い
っ
ぱ
い
め
し
喰
え
る
ん

か
。
そ
ん
な
ら
、
お
ら
行
く
。」

と
小
さ
な
声
で
言
っ
た
ん
や
て
。

「
で
も
。
み
よ
う
が
一
人
で
は
の

う
・
・
・
。」「
い
や
、
お
ら
一
人

で
い
い
。」
こ
う
言
っ
て
、
み
ょ

う
が
は
一
人
で
で
か
け
た
そ
う

な
。高

野
山
で
は
、
毛
原
か
ら
百
人

く
る
と
思
っ
て
道
具
や
、
昼
飯
の

準
備
を
し
て
い
た
の
に
、
た
っ
た

一
人
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
も

ん
や
か
ら
、
役
人
が
と
て
も
お

こ
っ
た
。
「
百
人
来
い
と
い
う
た

の
に
、
な
ん
で
一
人
し
か
こ
ん
の

ー　わが町サークル　ー
「紀美野いきいき講中」

美しい里山、元気な里山を次の世代に残したい。
そんな想で集まったメンバーです。メンバー構成
は、サラリーマン、公務員、農家、主婦、OL、退職
者と多種多彩です。そして、色んな職種の会員が助
け合って耕作放棄地や放置森林を再生し、作物や草
花を育てる活動を行っています。余暇を利用して、
私たちと共に花と緑溢れる生活空間を創生し、収穫
の喜びを共有しませんか？
【最近の活動実績】

・ヤギを使って耕作放棄地の除草活動（松瀬地域）
・耕作放棄地を花畑に再生（松瀬地域）
・落合山頂の耕作放棄

地をじゃがいも畑
に再生（松瀬地域）

・柿畑をじゃがいも畑
に転作（箕六地域）

■活動日　毎週金曜日
　　　　　19時〜21時
■場所　　中央公民館
　　　　　視聴覚室

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　
そ
の
百
八

６
月
６
日(

土)

ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
平
成
27
年

度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
春
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雨
上
が
り
の
涼
し

い
中
、
１
７
８
名
と
例
年
よ
り
も

多
く
の
参
加
者
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
大
会
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優
勝　

横
田
清
二
郎
（
大
阪
市
）
105

準
優
勝　

土
橋　

勇
（
動　

木
）
106

３
位　

森
下
康
彦
（
動　

木
）
107

【
女
性
の
部
】

優
勝　

嶋
田
房
子
（
和
歌
山
市
）
110

準
優
勝　

松
本
春
子
（
岸
和
田
市
）
113

３
位　

植
前
万
里
子
（
紀
の
川
市

）
114

紀
美
野
町
文
化
協
会

春
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

５
月
24
日
（
日
）
中
央
公
民
館

和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
19
名
・

将
棋
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲

碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
、
将
棋

は
総
平
手
戦
８
回
戦
で
、
そ
れ
ぞ

れ
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

囲
碁
の
部

優　

勝　

荒
川　

里
（
海
南
市
）

準
優
勝　

白
井
章
博
（
海
南
市
）

３　

位　

森
川
敏
昭
（
有
田
市
）

将
棋
の
部

優　

勝　

黄
瀬
健
司
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

準
優
勝　

唐
崎
民
夫
（
海
南
市
）

３　

位　

日
潟
順
一
（
下
佐
々
）

第
　
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
大
会
剣
道
交
流
大
会

６
月
14
日
（
日
）
野
上
中
学
校

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
剣
道
交

流
大
会
お
い
て
生
石
剣
道
ク
ラ
ブ

が
健
闘
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
５
・
６
年
生
個
人
の
部
】

３　

位　

奥　

紘
雅

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
春
大
会
の
結
果

10

上位の皆さん
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  学校だより
　『子どもも救急救命』

紀美野町立下神野小学校

今年の救急救命講習会では、はじめて６年生の児
童も参加することになりました。実際の場面で子ど
もが心肺蘇生をすることはないのでしょうが、自他
の命を守るという意識は小さい時からも持ってもら
いたいと考えたからです。

心肺蘇生法とＡＥＤ
の使い方の講習を受け
た後、人形を使って実
際に体験してみること
にしました。
胸骨圧迫法では、な

かなか力が入らなかったりして、慣れるまでは苦労
していました。想像していたより力が必要だったこ
ともあり、３０回の圧迫が終わると、「疲れた。」「手
が痛いよ。」という声が上がっていました。人工呼
吸にも全員チャレンジしていきました。女子は気道
確保など、コツが分かってきたのか最後には全員が
息を吹き込むことができました。
子ども達の後には、
保護者の方々にも体験
をしていただきました。
７月からの水泳指導や
夏休みのプール開放に
向けての講習でしたが、
救急救命法が必要になるのは水の事故だけとは限り
ません。この講習を機会に親子で、どんな場面で学
んだことが必要になるのかについても考えていって
欲しいと思っています。

歌
　
の
　
小
　
道

更こ
ろ
も
が
え衣
多
く
を
持
た
ず
老
い
支
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

埃ほ
こ
り

付
く
ま
ま
の
風
鈴
鳴
り
出
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

雨
降
れ
ば
殻
を
出
た
が
る
蝸か

た
つ
む
り牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

放
課
後
の
校
舎
見
廻
り
梅
雨
寒
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

二
里
響
く
て
ふ
鐘
の
音
や
泉い

ず
み

殿ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

移
り
行
く
色
を
惜
し
む
や
濃こ

紫あ

じ

さ

い

陽
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
和
代

蝸
牛
万ば

ん
し
ょ
う象
の
中
歩
み
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
隆
之

寝
付
か
れ
ず
時ほ

と
と
ぎ
す鳥
ま
た
ほ
と
と
ぎ
す
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

桜
餅
年
に
一
度
の
集
ふ
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

の
い
ち
ご
は
お
お
き
い
ほ
う
が
あ
ま
か
っ
た
　
ま
え
だ
れ
ん（
六
歳
）

難
民
の
幼
き
心
に
寄
り
し
人

　
　
　
　
　
テ
ロ
に
殺
さ
る
子
と
同お

な
い
ど
し年

　
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

限
り
な
き
青
の
も
み
じ
葉
う
ち
重
ね

　
　
　
　
　
と
き
に
涼
風
ほ
お
を
な
で
ゆ
く
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

五
月
な
れ
汗
垂
る
ほ
ど
の
働
き
は

　
　
　
　
　
わ
れ
に
な
け
れ
ど
鎌
を
研
ぎ
た
り
　
　
　
　
山
本
綾
子

海う
な
じ
お潮

は
遠
き
沖
よ
り
打
ち
寄
せ
て

　
　
　
　
　
帽
子
の
岩い

わ
お

を
洗
ひ
て
お
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

大
相
撲
初
の
優
勝
照て

る

の
富ふ

じ士

　
　
　
　
　
感
慨
無
量
賜し

は
い杯

の
重
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

や
わ
ら
か
い
花は

な

芽め

抱
い
た
柿
若
葉
　

　
　
　
　
　
立
夏
の
頃
の
み
ど
り
大
好
き
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

ふ
さ
ふ
さ
と
花
火
の
ご
と
き
花
咲
か
せ
　

　
　
　
　
　
草
引
く
畑
に
粟
花
匂
う
　
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

深
緑
の
山
に
か
こ
ま
れ
し
川
べ
り
に

　
　
　
　
　
友
と
の
会
話
楽
し
き
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

姉
逝
き
て
人ひ

と
け気
の
消
え
し
炊
事
場
に

　
　
　
　
　
焦
げ
付
き
し
鍋
ひ
と
つ
残
り
て
　
　
　
　
　
松
本
久
子

我
が
逝
か
ば
螢
と
な
り
て
帰
ら
む
と

　
　
　
　
　
少
年
兵
は
知ち

ら
ん覧
飛
び
立
つ
　
　
　
　
　
　
中
浴
た
み
代

  天文台だより
　『いよいよオール紀美野町の結婚式』
	 矢動丸　泰（みさと天文台長）

２月号で皆さんにご協力をお願いしました、天文
台開館 20周年＆紀美野町誕生 10周年記念「星ふ
る里の結婚式」がまもなく実施されます。
現在、町内のボランティアを含めた多くの皆さん
のご協力によって、準備の最後の追い込みが進めら
れています。紀美野町をあげて作り上げるオリジナ
ルな結婚式は７月７日（火）夜に行います。志望動
機等を考慮した結果、多数の応募者の中から２組の
方に挙式して頂くことになりました。紀美野町出身
の新郎もいます。
夕方に紀美野町内で食事会を実施したのち、午後
８時頃から９時頃にかけて、満天の星に愛を誓う結
婚式を天文台で行います。バージンロードでの新婦
の迎え入れやフラワーシャワーで新郎新婦を皆さん
一緒に祝福したいと思っています。
幸せな二人を、
ぜひ、皆さんの温
かいおもてなしの
心で包んであげま
しょう。
■食事会への協賛
・エストレジャ
　（かじか荘）
・キミノーカ
・The	STAND
　（くらとくり）
・Chez みなみ
・ドーシェル
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職
場
体
験
学
習
を
終
え
て

平
成
27
年
５
月
20
日
～
22
日
の

３
日
間
、
野
上
中
学
校
２
年
生
の

生
徒
４
名
（
岩
﨑
稀
優
君
、
中
西

源
太
郎
君
、
西
川
諄
君
、
上
芝
宥

輝
君
）
が
職
場
体
験
学
習
の
た
め

消
防
署
に
て
、
放
水
・
救
急
・
救

助
訓
練
等
を
体
験
し
、
防
火
意
識

の
高
揚
と
救
命
活
動
に
対
す
る
正

し
い
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

放
水
訓
練
で
は
重
い
防
火
服
を

着
装
し
、
消
防
車
両
に
乗
り
込
み

本
番
さ
な
が
ら
の
活
動
要
領
で
、

ホ
ー
ス
を
延
長
し
実
際
に
水
を
飛

ば
し
て
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。救

急
訓
練
で
は
救
急
車
の
車
内

見
学
や
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
、
心
肺
蘇
生
法
の
必
要
性
と
実

技
を
学
び
ま
し
た
。

救
助
訓
練
で
は
ロ
ー
プ
結
索
訓

練
や
高
所
を
ロ
ー
プ
で
渡
る
渡
過

訓
練
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
た
く
さ
ん
の
汗
を
か

き
な
が
ら
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災

の
防
止

日
本
の
夏
の
風
物
詩
と
も
言
え

る
花
火
の
季
節
が
今
年
も
や
っ
て

き
ま
し
た
。

幻
想
的
で
誰
を
も
魅
了
す
る
花

火
も
、火
薬
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

使
用
方
法
を
誤
れ
ば
大
変
危
険
な

も
の
で
す
。
楽
し
さ
ゆ
え
に
危
険

な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
的
に

様
々
な
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
に
花
火
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
必
ず
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
、

広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

②
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

（
注
意
書
き
）
を
よ
く
読
ん
で

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
、
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
風
の
方
向
に
注
意
し
、
特
に
点

火
の
際
は
体
を
風
上
に
し
て
、

風
下
の
人
が
火
の
粉
を
か
ぶ
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
風
の
強
い
日
の
花
火
遊
び

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
か
ら
直
接

点
火
す
る
と
、
や
け
ど
を
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

ロ
ー
ソ
ク
な
ど
を
使
用
し
て
点

火
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
ず
、
大
人

が
花
火
の
正
し
い
取
り
扱
い

方
、
火
の
後
始
末
の
大
切
さ
を

指
導
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

⑦
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ん
だ
り
、

分
解
し
た
り
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。
ま
た
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
た
り
す
る
と
思
い
も
よ

ら
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

移
動
方
法
、
保
管
方
法
、
保
管

場
所
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
注
意
を
し
っ

か
り
守
り
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料   

無　

料

■
申
し
込
み
期
限　
７
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

さ
る
６
月
３
日
、
和
歌
山
市
北

消
防
署
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
和

歌
山
県
消
防
救
助
技
術
会
で
「
ほ

ふ
く
救
出
」
と
い
う
種
目
に
出
場

し
た
濵
田
消
防
副
士
長
、
吉
田
消

防
副
士
長
、
滑
田
消
防
士
の
チ
ー

ム
が
、
み
ご
と
２
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

第
44
回
和
歌
山
県
消
防
救
助

技
術
会
２
位
入
賞
!!

左から滑田消防士、濵田消防副士長
吉田消防副士長　　　　　　　　　

左上・中西君　右上・岩﨑君
左下・上芝君　右下・西川君

上芝君

中西君

西川君

岩﨑君

５月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 39（　）
一 般 負 傷
交 通 事 故 １（　）

８（　）

５（１）そ の 他
合 計 53（１）

39（　）

１（　）
８（　）

５（１）
53（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
８
月
２
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
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障がい者巡回相談のお知らせ
紀美野町・海南市から委託をしている相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

7 月　7 日（火）
美里支所
総合福祉センター

9時30分～12時
13時30分～16時

●野上厚生総合病院指定相談支援事業所
●療育センターＡ

あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２１７８
℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９
7 月 15 日（水）

美里支所
総合福祉センター

9時30分～12時
13時30分～16時

ご使用ください！！ きみのふるさと割引券平
成
27
年
わ
か
や
ま
夏
の
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間

７
月
11
日
（
土
）
か
ら
７
月
20
日
（
月
）
ま
で
の
10
日
間

平
成
27
年
度
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
般
の
部
最
優
秀
作

　

あ
か
な
い
し
ょ
ー　

ス
マ
ホ　

無
灯
火　

二
人
乗
り

運
動
重
点

　

⑴
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

⑵
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

⑶
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

使 用 者

使用店名

住 　所 紀美野町

氏　 名

購入金額　       　　　　　　　　　円

発　行　者 紀美野町　　　
「きみのふるさと割引券《商店用》」のご使用について　
■この割引券は、きみのふるさと割引券使用可能店舗《商店》で商品またはサービスにご使
用できます。

■この割引券の盗難、紛失または滅失等に対しては、発行者はその責任を負いません。

使 用 者

使用店名

住 　所 紀美野町

氏　 名

購入金額　       　　　　　　　　　円

発　行　者 紀美野町　　　
「きみのふるさと割引券《宿泊施設用》」のご使用について　
■この割引券は、きみのふるさと割引券使用可能店舗《宿泊施設》で商品またはサービスに
ご使用できます。ただし、商店でのご使用はできません。

■この割引券の盗難、紛失または滅失等に対しては、発行者はその責任を負いません。

【問い合わせ】保健福祉課　℡ 489-9960

✂切り取り

✂切り取り

✂
切
り
取
り

切
り
取
り
✂

切
り
取
り
✂

✂
切
り
取
り

✂切り取り

✂切り取り

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）
3日（金）19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習課 498－5915

〃　　 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【１２日(日)・２６日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500
7日（火） 星ふる里の結婚式 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

  8日（水）・23日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912
住民室 495－3471

10日（金）18:30 ～ 第34回町民大学講座・人権研修会 中央公民館 生涯学習課 489－5915
16日（木）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471
18日（土）13:30 ～ じどうかん「縁日」  中央公民館 青少年センター 489－5909
19日（日）16:00 ～ りらフェスティバル りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497－9111
26日（日） 9:00 ～ パークゴルフ大会「夏」 ふれあい公園 生涯学習課 489－5915

７月
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広

報
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み
の

　
第

1
1

5
号

広　告

★
日
程
・
開
催
場
所
が
決
ま
り
ま

し
た
。
☆

■
開
催
日

　

平
成
27
年
８
月
15
日（
土
）

■
開
催
場
所

木
の
温
も
り
広
場　

紀
美
野
町
神
野
市
場
２
１
８
番

地（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
下
神
野

小
学
校
隣
）

■
事
務
局　

紀
美
野
町
商
工
会 

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
２
６
０

※
き
み
の
夏
祭
り
に
出
演
・
出

店
を
希
望
す
る
紀
美
野
町
内
の

方
（
団
体
等
に
限
る
）
は
、
７
月

14
日
（
火
）【
期
日
厳
守
】
ま
で

に
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。出

演
・
出
店
希
望
者
多
数
等
の

場
合
は
、
実
行
委
員
会
で
調
整
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
出
演

・
出
店
団
体
を
優
先
い
た
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
※
出
店
に
つ
い
て
は
例
年
多

数
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
会
場
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ

り
出
店
頂
け
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
）

き
み
の
夏
祭
り
の
日
程

と
出
演
・
出
店
募
集
の

ご
案
内

紀美野町誕生 10周年 期間限定

きみのふるさと割引券《商店用》

500
ただし、1,000 円以上の支払いに対し、ご使用できます。
使用期間　　平成27年７月１日～平成27年12月31日
　　　　　　上記使用期間を過ぎると無効となります。

円

紀美野町誕生 10周年 期間限定

きみのふるさと割引券《宿泊施設用》

500
ただし、1,000 円以上の支払いに対し、ご使用できます。
使用期間　　平成27年７月１日～平成27年12月31日
　　　　　　上記使用期間を過ぎると無効となります。

円

紀
美
野
町
で
は
、
国
か
ら
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
受
け
、
き
み
の
ふ
る

さ
と
割
引
券
交
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

左
記
の
き
み
の
ふ
る
さ
と
割
引
券
（
商
店
用
・

宿
泊
施
設
用
の
２
種
類
）が
町
内
の
登
録
店
舗
で
、

１
０
０
０
円
以
上
の
支
払
い
に
対
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

使
用
で
き
る
店
舗
は
、
今
月
各
戸
に
配
布
し
て

い
ま
す
店
舗
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
さ
れ
る
場
合
は
割
引
券
裏
面
に
使

用
者
の
住
所
・
氏
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
使
用
期
間
は
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。
使
用
期
間
が
過

ぎ
ま
す
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課 

℡
４
８
９
‐
５
９
１
２

※
切
り
取
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

ご使用ください！！ きみのふるさと割引券

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

✂切り取り

✂切り取り

✂
切
り
取
り

切
り
取
り
✂

切
り
取
り
✂

✂
切
り
取
り

✂切り取り

✂切り取り


